
「 1 人 1 台端末の 効果的な活用 に向 けた取組」に つい て  

越前市武生第 五中 学校  

 

 本 校の 教育 目標 は、「豊 かな 心と たく まし い体 をそ なえ 、自 ら学 ぶ生

徒を 育て る」 です 。 重 点目 標の 一つ に、「学 ぶ喜 びの ある 学校 ～確 かな

学力の育成～ 」を 挙げています 。生 徒が主体性を も ち 、他者と 協働して

学ぶ態度を育 成 す る ため、以 下の３ 点を全職員で 共通 理解し、取 り組み

ました。  

  

【取組と成果 】  

①新聞等の活 用 を 通して  

福井新聞のデ ジタ ル版「ふく e 刊 」を全生徒に購 入し ました。朝学

習の時間に興 味の ある記事を読 んだ り、さまざ まな記 事や論説など に

ふれたりする こと ができました。ま た、新聞には多 種 多様な表やグ ラ

フなどがあり、そ れらと 記事と を比 較し 、必要な情 報 を読み取る こ と

もしました 。15 分間と短い時間 で

すが、1 年間継続 し てきたこと で、

記事の中から 、自 分が必要とす る

情報を選んだ り、概要を理解し た

りできるよう にな りました 。その

結果、生徒の考 え が深まり、授業

はもちろん 、学校 活動全体にお い

て、多様な 意見が 出るようにな り

ました。  

 

② 1 人 1 台端末の 活用を通して 。  

1 人 1 台端末の 活 用により、調べ た ことをまとめ る 場 面では 、図を

引用したり、ネ ッ トのリンクを 張 っ たりすること が で き、一人 一人が

工夫した発表 をす ることができ るよ うになりまし た。また、理科の実

験や観察など の 学 習の記録を 、写真 や動画で簡単 に保 存できる よう に

なりました 。生徒 は 、個々 のペース に合わせて 、学習 の確認や振り 返

りができ、生 徒の 自信に繋がっ てい ます。さらに 、 ICT 機器のモニタ

リング機能に よっ て、個々の進み 具 合を リアルタ イム に 把握でき、教

師は個に応じ た 支 援がしやすく なり ました。  

① 知的 探 求 心を 高 め るた め 、 新聞 等 を 活用 し て 生徒 の 興 味の 範 囲 を

広げる。  

② 1 人 1 台端末を 活用し、他者 と協 働して考える 場を 設ける。  

③ 学習 の 記 録や モ ニ タリ ン グ をも と に 、生 徒 の 理解 度 を 把握 し 、 個

に応じた分か りや すい指導を行 う。  

 

[2022.6.19 福井新聞よりふく e 刊活用の様子] 



３学期より、自ら のペースで学

習できるよう な対 応、個別最適 な

学びを実現す るこ とを目指し、文

部科学省が推 奨す る MEXBIT のあ

る学習ポータ ルサ イト「学びポ ケ

ット」を朝学 習や 授業でも活用 し

ています。小 学校 の学習内容も 含

まれており、各々 が必要に応じ て

学 習 を 進 め ら れ る よ う に し て い

ます。  

 

【まとめ】  

このように 、生徒 の「わか った・で きた」を 実感でき る授業を目指

し、校内では授 業 研究 を行いま した 。全職員が担当 教 科以外の生徒 の

学習の様子を 参観 し、放課後に授 業 研究会を開き まし た。研究会では 、

発 問 の 仕 方 や 資 料 の 提 示 の 仕

方 、 モ ニ タ リ ン グ の 活 用 な ど 、

生 徒 の 気 付 き を 引 き 出 す 工 夫 や

互 い に 意 見 や 考 え を 交 流 で き る

場 の 設 定 に つ い て 話 し 合 い ま し

た 。 各 教 科 で の 生 徒 の 様 子 を 知

る こ と で 、 生 徒 理 解 が 深 ま り 、

また、課題の 提示 や ICT 機器、

１ 人 １ 台 端 末 の 使 い 方 な ど 、 生

徒 を 主 体 と し た 授 業 づ く り に 活

かすことがで き ま した。  

 

[3 年生がまとめた最新の DNA 研究成果の例] 

 

[１年国語科『さんきち』でのモニタリングの様子]  

 

[社会科「世界の各地の人々の生活と環境」] 

 

[学 び ポ ケ ッ ト 内 e bor ad の 画 面 ]  


